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1.序 論

1.1 研究の背景

今日,国際交流の活発化にともない日本の学校で

は,親などに伴われて海外から日本にやって来る義務

教育段階のニューカマー児童・生徒が増加している。

彼らは,日 本の公立小・中学校に編入学し,日 本人の

児童・生徒と共に勉強しており,学校現場では,こ の

ようなニューカマー児童・生徒への特別な指導の必要

性がたかまっている。

現在,文部科学省はニューカマー児童 0生徒に対し

て,1970年代に受け入れたインドシナ難民向けに ,

開発された JsL型 (第 2言語としての日本語)日 本

語中心教育を実施している。これは「日本語がわから

ないと授業が理解できない」という文部科学省と学校

現場の認識に基づ くものであり,「 日本語指導」 と

「適応指導」を二本の柱とした教育支援を中心に行わ

れている。

このような,ニ ューカマー児童 。生徒の中には韓国

人の児童や生徒が少なくないが,こ うした韓国人の児

童や生徒たちが日本の学校での学習に適応し,学力を

向上させていくためには多くの課題がある。現在日本

の公立小・中学校では JSL型 日本語中心教育が行わ

れており,来 日した韓国人児童・生徒の多くは,JSL

型日本語中心教育を受けている。しかしながら,JsL

型日本語中心教育に関して指摘されている問題点も少

なくない。たとえば,日 本語中心教育は取 り出し授業

になるため,その間通常の授業ができなくなり,教科

学習の「断絶」状態を生み出すことが指摘されている

(大田 :2000,p171)。 当然ながら,子 どもは在籍クラ

スで授業を受けていなくても,学校では評価のための

中間・学期末テス トを受けねばならず,取 り出し授業

の回数が多 くなるほど,成績の評価の仕方にも影響

し,さ らには進学にまで影響がおよぶこととなる。取

り出し指導は,子 どもの個別の問題に対応しやすいと

いう利点のある半面,在籍学級の教科学習から遅れて

いくという問題が生じる。

また,多 くの日本語教室担当教員は「日本語教室で

の指導は,初期指導と生活適応指導については比較的

うまくいっているが,学習支援においては,日 本語が

不十分なため,授業についていけない子どもが多い」

と指摘 している。このことは,初期対応期間に習得し

た日本語能力では在籍学級における教科学習に参加す

ることが,困難であることを意味するものであろう。

また,清水 (2006,p260)も ニューカマー児童・生徒

のための日本語教室の授業は,学校生活における周辺

化やクラスで疎外される問題が生じ,ク ラスで「お客

様」になってしまう傾向を指摘 している。このよう

に,JSL型 日本語中心教育に関しては,ニ ューカマー

児童・生徒の学力低下や在籍学級への不適応などさま

ざまな問題が指摘されているのである。

1。 2 先行研究
ニューカマー児童・生徒の教育に関して日本の学校

が採用している方略 (方針)は ,日 本語を母語としな

い子どもに日本語を習得させることにより,ニ ューカ

マー児童・生徒が抱えている問題 (学力低下や在籍学

級への不適応などさまざまな問題)を解消しようとす

るものである。これは,「 日本語が分からなければ授

業は理解できない」という認識に基づいたものであ

り,そ こでおこなわれる指導は,日 本語で行われてい

る日本語指導を理解すること,す なわち,「 日本語教

育/指導」に焦点化される。そこでは,子 どもたち

は,母語を使用する機会がほとんどなく,日 本語のみ

を使用して学校生活を送り,その中で日本語を習得す

る。

この指導により,ニ ューカマー児童・生徒は確かに
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日常会話ができるようになり,日 本の子どもと同じ行

動をとることが可能となる。しかしながら, 日本人と

同様に教師の話に耳を傾け,教科書に目を落とすとい

う行動はとれるが,実際にはほとんどの外国人児童・

生徒は学校の授業学習に参加することができないので

ある (太田 2000,p173)。

この,日 常会話能力があるにもかかわらず,教科学

習活動に参加できない理由としては,日 常会話におい

て必要とされる言語能力と学習等で必要とされる言語

能力が異なるためと考えられる。これに関して言語教

育学習者 Jim cumminsい は,日 常生活で用いられる言

語は,文脈依存度が高く,顔の表情やジェスチャーに

よっても補完される言語であり,1～ 2年あれば習得

できるとし,こ れを日常生活言語と呼んだ。それに対

し学習場面で必要とされる言語能力は,文脈からの独

立性および完結性が高く,言語それ自体のほかに言語

の意味内容を理解する手がかりが殆んどないような言

語であり,習得には 5年程度を要するとし,こ れを学

習思考言語と呼んだ。

五m Cumminsが指摘 したように,日 常会話に必要な

言語 (日 常生活言語)と 学習に必要な言語 (学習思考

言語)と では,文脈を利用できる程度や習得に必要な

期間が異なるのである。当然のことながら,教科学習

において必要とされるのは後者の「学習思考言語」で

あるが,日 本の学校で現在行われている日本語指導は

「日常生活言語」に偏つている。このため,ニ ューカ

マー児童・生徒が学習を進めてゆくためには,日 本語

の初期指導を受けたのち,在籍学級で教科学習を受け

ながら,ほ ぼ独力で学習思考言語を発展させなければ

ならないのである。

現在日本の教育行政は,ニ ューカマー児童・生徒に

対 して,日 本語支援教育 (JSL)の 実施を推奨し,母

語支援を推奨していない。しかしながら,教育現場で

は行政からの要請に対応しながらも母語支援の必要性

を認め,い わば例外的な措置という限定的な形ではあ

るが,母語支援を実施している。

このように,現在のところ,外国人ニューカマー児

童・生徒に対 して,主 に行政の主張に基づ くJSL支

援と現場の要請に基づく母語支援が混在して実施され

ており,地方自治体の対応もまちまちである。また ,

外国人ニューカマー児童・生徒支援を対象とする研究

領域においても,上記の 2つの支援方法の何れが適切

であるか議論のあるところであり,日 本語の習得だけ

でなく,母語の育成も視野に入れた支援が JSL児童

生徒を対象とした多様な学問分野において模索され始
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めている。

一方,欧米の言語教育研究でも,ニ ューカマー児童
・生徒に対する母語支援に関して,年少者第 2言語に

よる学習支援研究が進んでおり,母語による識字能力

とその保持が第 2言語の習得と認知的発達に不可欠の

要因であることが指摘されている (太田 2000,p181)。

たとえば,滞米中の日系児童・生徒を対象にして ,

彼らの言語力 (英語力),学校体験に関して行なった

越山のアンケー ト調査 (2008,p94)に よれば,以下

のことが明らかにされている。調査の対象は,ロ サン

ゼルス近郊とワシントン DC地区の駐在員家庭であ

る。ロサンゼルス近郊在住の子どもは,日 本語の補習

授業校,全 日制日本人学校,日 本語学校の幅が広く,

日本語テレビ番組やラジオ番組,日 系新聞,コ ミュニ

テイの情報誌など,日 本語のメディアも充実 してお

り,日 本語に触れる機会と支援が実に豊富な環境であ

る。一方,ワ シントン DC地区在住の子どもは,日

本語の補習授業校と日本語学校は 1校のみで,日 本語

教育機関がいくつか存在するが,そのほとんどが外国

語教育機関で,日 本人を対象としたものではない。そ

れゆえ,日 本語に触れる機会と母語を介した支援が豊

富ではない環境だった。

調査の結果,英語がわかるようになった時期は,母

語支援が十分に行なわれている LA近辺では「半年か

ら1年」という回答が一番多く (57人中 24人 ),「半

年未満」が 17人 ,「 1年以上かかった」が 7人 となっ

ている。他方,母語支援が十分に行なわれていないワ

シントンDC地区では「1年以上かかった」という回

答が 27人中 H人 ,「半年から1年」が 9人 ,「半年未

満」が 2人である。また,学習するための英語で授業

がわかるようになったのは,こ の調査では,LA近辺
は半年～1年位で,ワ シントンDC地区は 1年～1年

半からで,子どもたちは英語がわかるようになってき

たと感じるようである。

上記のように,滞米中の日系児童・生徒の英語習得

にも母語の維持,母語の使用,母語を介した学習支援

が英語能力及び学校学習言語の習得に正 (プラス)の

影響を与えていることが明らかになった。すなわち,

学習思考言語を発達させるためには,母語による支え

が重要であることを示すものといえよう。

1。 3 研究の目的
上記のように,滞米中の日本人ニューカマー児童・

生徒の英語習得および学校適応においては,母語支援

(日 本語)に よる学習支援が重要であることが示され
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た。一方,日 本に滞在するニューカマー児童・生徒に

対する学習支援は,先に示したように,教育行政は日

本語学習を中心とした JSL型 日本語中心支援を推奨

し,現場では JSL型 日本語中心の支援と母語を介 し

た学習支援が混在する状況である。未だ,2つの学習

支援が外国人ニューカマー児童・生徒の学習や学校適

応に対 して,どのような影響を与えるものか明らかで

はない。

そこで本論では,日 本の学校で「かな」や漢字学習

を中心にした JSL型の日本語指導を受けている生徒

と母語介入の学習支援を受けている生徒という韓国人

ニューカマー生徒 2名 を取 りあげ,学校現場でどのよ

うな学習支援を受けながら学習しているか,ま た,そ

の支援はどのようなものかを教室での観察と彼らが授

業中学習したポートフォリオの資料で分析・考察する

ことを目的とした。具体的には,第 1に ,JSL型支援

および母語を介した支援が教科学習にどのような影響

(教育効果)を与えているかを検討する。第 2に ,JSL

型支援および母語支援が各教科学習,進学にどのよう

に影響を与えているかを成績評価で比較,検討する。

1。 4 研究方法および期間
1。 4.1 研究の方法 (イ ンフォーマン トとデータ収集

の方法)

本研究は,筆者が子ども多文化共生サポーターリ,
ボランティア°として,兵庫県教育委員会と A市から

公立の小・中学校に派遣された際,児童・生徒の日本

語などの学習,学級活動などを観察し,教科内容の理

解状況,お よび学業達成に関わる要因を考察したもの

である。

本調査インフォーマントは,筆者がサポーター,ボ

ランティアをしていた中学校の韓国人生徒 2名 (中学

校 3年生 2名 )である。これらの生徒に対する教室で

の観察と担任・保護者へのインタビュー,お よび 1年

間の学習ポー トフォリオ→を資料 として分析を行っ

た。データや調査結果を得るために用いた方法は,参

与観察法である。

1。 4。 2 研究調査期間
① JSL型 日本語教育の実践記録調査。

期間及び回数 :2008年 5月 ～2009年 3月 ,1学期は

週 1回 ,2学期は週 1回 ,3学期は週 2回 (Y中 学

校 )。

② 母語を介した学習支援実践記録調査。
期間及び回数 :2008年 4月 ～2009年 2月 ,1学期は

週 3回 ,2学期は週 1回 ,3学期は月 2回 (N中 学

校 )。

2.教室での観察か ら

2。 l N中学校の U君の事例 (母語介入の学習者 )
N中学校は K市の静かな住宅地であり,歴 史があ

る学校である。生徒数は少なく,ク ラスの生徒たちは

明るく落ち着いた印象であった。先生は 25人あまり

で,国際関係の担当教員はいなかったが,外国人生徒

は 1,2学年に 2人位が在籍していた。

U君が在籍するようになったクラスは,3階の建物
の 2階で,担任は 50代の男の先生で担当教科は英語

であった (編入学の生徒が英語でコミュニケーション

が可能な場合,担任はできるだけ英語教師が担当して

いた)。

2e l。 l U君のプロフィール

U君は韓国人の 15歳 の男子で,中学校 3年生の 1

学期に N中学校に編入した。編入当時の日本語能力

は皆無の状態であったので,N中 学校に編入 してか
ら,ひ らがなを学習 した。U君の親と本人のインタ
ビューによれば,韓国での学習成績レベルは普通だっ

た。家族は 3人 (40代 後半の父母,U君 ),来 日理由
は父親の仕事で,滞在期間予定は 1年であった。

母語指導と学校での補習の指導者は母親,本人,子

ども共生サポーターで,母語を介した学習支援と各教

科補習の指導方法は,①家庭では韓国の教科書と参考

書で各教科内容を予・復習をする (パ ソコンで,韓国

の教科学習について学習していた)。 ②学校では,サ

ポーターにより,国語教科書の漢字を母語に訳して学

習,各教科書内容 (理科,社会,国語)を母語でサポ

ート,各教科書ノートの翻訳,授業中理解できなかっ

た部分を母語で説明することだった。

具体的な母語支援は以下の通り。

・U君 に行なった母語を介した各教科学習の支援

初期学習段階に担任 と筆者は,日 本語中心の JSL

型学習と個別室での学習は控えて,で きるだけ授業を

きちんと受けさせながら,授業内容は日本語の通訳・

翻訳をし,授業内容で理解できなかった部分は休みの

時間と放課後に母語を介した支援,指導をすることを

相談した。学習支援は以下①～⑥を中心に行なった。

① 学校の試験と実カテストはサポーターが試験室に

入つて,試験問題紙を韓国語で通訳・翻訳する。

② 授業中に必要な日本語の学習言語と理解できなか
った授業内容は放課後とクラスの学級会議 (H)
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の時間に,隣の空 き教室に移つて母語を介 した学

習支援・指導をする。

③ 授業中の語彙,漢字など理解できなかったこと
は,休みの時間に復習する。

④ 韓国で習ったことがないため通訳と翻訳で,理解
ができない授業内容は U君 とサポーター 2人

で,各教科担当の教師を訪ねてもう一度説明して

もらう (説明は韓国語に翻訳する)。

⑤ 社会は授業中に授業の内容を韓国語に翻訳して授
業を受けさせ,筆記したノートやプリントは休み

の時間に漢字と学習言語にルビを付けて韓国語で

もう一回復習をする。

⑥ U君 と親に日本語の数学,理科,英語の教科を
まず韓国のテキストとインターネットで,重なる

ところから韓国語でも理解する学習方法を勧め

る。

2。 1.2 生徒 U君の学習状況

U君は,中学校 3年生の 4月 の初旬に N中学校に

編入してきた。サポーターが派遣されたのは 5月 末だ

った。

サポーターの時間割は,1学期は週 3回 ,2学期と

3学期からは月に 2回であつたが,2学期に入って教

育委員会の予算によってサポーターの派遣数が減り,

母語支援を続けるには難しい面があったが,学校側の

協力で足 りないサポーター数をグストティーチャーと

して続けて支援してくれた。

派遣初日は,担任の先生から U君の滞在期間が短

期滞在 (1年 )に なっていることと簡単な家庭事情や

進学についての話を聞いた。U君は中学 3年生なの

で進学の問題があるが,高校進学は韓国の高校への進

学を考えている。

U君は,来 日する前から,大学時代に日本に留学

経験があるお父さんから日本についていろいろ聞い

て,日 本の漫画,音楽,ド ラマなどの文化に興味を持

っていた。

U君は学校に編入 してから日本語の「かな」を習
いはじめ,来 日して約 1カ 月を経過していたが,ま だ

学校の生活に慣れておらず緊張の毎日だと述べた。日

本の学校で,久 しぶりに韓国語で話をすることができ

てうれしそうだった。

次に,U君 の 1年間の学校生活と学習過程の様子

(観察記録)を 月別に整理してみた。

(5月 )

学校の生活,ク ラスでの生活を韓国と比較しながら
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話して,違 うことは記1意 しておくように話した。5月

の末から学校の学習の流れと各教科の学習を韓国と日

本の両方を比較してみて,共通点と相違点をチェック

した。

具体的には,

① 数学と理科の教科の学習内容が,習 う学年が違う
こと (韓国では 1年生の時に習うことを日本は 2

年生で習うが,学年が違っていても習う内容は同

じ)。

② 英語は学習内容が韓国よりやさしいので,学習し
やすい (韓国は会話より読解中心 )。

③ 国語の勉強は「おくのほそ道」など韓国とまった

く違うこともあるし,「漢詩と孔子」など韓国で

習ったことがある内容もあることなど。それで ,

習ったことがある教科内容は韓国語の翻訳だけに

して,習 ったことがないことはノー トの筆記を韓

国語で翻訳して韓国語で追加説明をしながら教科

学習を進めていくようにした。

(6月 )

教室の支援は授業内容を韓国語で通訳,翻訳するこ

とだった。他には,修学旅行の感想文,テ ストの後に

出す反省文などの書くものを,編入したばかりの 4～

5月 には韓国語で,6月 からは日本語と韓国語を混在

させて書き,提出する前に韓国語は筆者が日本語に翻

訳してから出すことだった。

来日したばかりの生徒は日本語だけでは,文章を書

くのは難 しいが,日 本語と韓国語を混在させて書け

ば,韓国語で書くことに慣れている場合は,自 分の考

えをちゃんと書 くことができた。U君は韓国語で修

学旅行の感想文をすらすら書いたので,日 本語と韓国

語を混在させて書いても,韓国語と同じ長さの作文を

書くことができた。

毎週 1回 ,放課後,2時間ぐらい個別室で母語を解

した学習支援を行った。例えば,授業内容が理解でき

なかった教科 (理科,社会)と 追加して説明が必要な

教科 (国語,社会)の ノー トや授業中にもらったプリ

ントを韓国語で翻訳して支援を行った。

(7月 ～8月 )

7月 からは,ノ ー ト筆記の時に習った日本語の言葉

を文章に入れてメモをとり,書 きにくい漢字もすらす

ら書けるようになった。毎週 1回 ,放課後,2時間ぐ

らい個別室で母語を介した学習支援を行った。

8月 末ぐらいに 2回学校で U君の夏休みの課題の

手伝いをした。u君が課題の宿題を韓国語と日本語
でまず書いてきたので,そのことばを日本語に翻訳し
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て,U君 が日本語でもう一度書き直すようにした。
必要な資料と写真は U君 と彼の父親が用意した。

(9月 )

始業式には無事に課題提出ができた。u君はクラ
スの友だち同士と同じように課題提出ができて大変嬉

しそうだった。理科は無事にクラスで発表もできた。

運動会の準備で毎日が練習だった。学校の学習より

運動会に必要な言語と友だち同士でつかう普通型 (日

常生活の)日 本語の習得に力を入れた。

9月 は運動会練習で放課後の学習支援を休んだの

で,その代わりに毎日の学校生活を日記に書くように

した。日記は韓国語で書いてもいいし,韓国語と日本

語で書いてもいいと言ってあげた。U君 も韓国に帰
ってからいい思い出になると言って賛成してくれた。

(10月 )

運動会が終わっても,文化祭と音楽会があってその

練習で忙 しい毎日だった。U君は韓国で文化祭と音

楽会に参加 したことがあるので,日 本語での練習も無

理なく楽しく参加できた。しかし,10月 は中間考査

があるので,授業中の授業内容が理解できるように翻

訳と通訳に力を入れた。U君はテス トの点数を気に

していたので,放課後の学習も再開した。

国語の授業内容は「ほそ道の旅立ち」だった。「ほ

そ道の旅立ち」の現代文にルビを付け,韓国語で翻訳

するようにした。何よりも教科内容の意味がわからな

いので,理解も難しいし,覚えにくいと U君が言っ

た。

理科は授業の流れはわかるようだった。先生の指示

もわかって,問題も解けたが,授業の内容は全部理解

できるわけではないようだったので,国語のプリン

ト,社会のノート筆記,理科のノート筆記を韓国語に

翻訳して,翌週の月曜日に復習するようにした。

(11月 ～12月 )

U君は早期短期留学の制度で韓国の一般高校 (普
通高校)に無試験で入ることを望んでいた。それで ,

進学試験準備はしなかったが,高校に入って落ちこぼ

れないように韓国語で韓国の各教科を勉強していた。

また,授業中に日本語での理解が難しい学習や韓国で

習つたことがない教科内容は筆者にわかるまで何回も

聞き,メ ールでノー トと教科内容を翻訳してくれるこ

とを頼んだ。

H月 の中ごろからは実カテス トの時に,数学と英

語はほぼ 1人で読んで問題を解くことができた。日本

語の上達をほめると,「学校学習と学習言語に慣れて

きた」と言った (フ イルードワーク,H月 17日 )。

国語は漢詩を習っていた。漢詩は孔子と論語の話

で,韓国でも習ったことのある内容なので,授業の流

れはわかると言った。国語の勉強は授業中のノー ト筆

記と国語ワークを韓国語で翻訳して勉強した。

理科は 2学期に入ってからは詳細な通訳は必要なか

った。授業の内容を聞いてその流れを理解し,知 らな

い日本語と文章だけを翻訳した。授業が終わった後の

10分間の休み時間に,一緒に教科書をみながら,韓

国で習ったことをきちんと理解しているかどうかを確

認した。習ったことがない内容と以前に習って忘れて

いることは韓国語で先生の説明を繰 り返し,追加して

説明した。さらに,教科内容とノー ト筆記を韓国語で

翻訳してあげた。

社会はノート筆記と漢字の書き方に慣れていた。U

君は先生の授業の説明は正確にはわからないが,何を

話 しているか,ま た,授業の内容がわかると言った

(フ ィルードワーク, 12月 2日 )。

社会の授業は先生の説明とノー トの筆記が多いの

で,授業に邪魔にならないように先生の重要な話はそ

の場で直接通訳したが,日 本文化の理解が必要な話は

先生の説明をメモして,授業が終わった後に韓国語で

先生の話と追加説明が必要な部分は例を挙げて説明し

た。

(2月 )

U君は希望 していた一般高校 (普通高校)に 無試

験で入学することができ,韓国に帰国した。

2。 2 Y中学校の K君の事例 (JSL型 の学習者 )

A市は住宅地で静かな町で,外国人が多 く住んで

いる。Y中 学校は長い歴史があ り教室の数が多 く

て,広い学校であった。学校に通っている子どもたち

は最近流行している服装のスタイルをしていて,学校

の雰囲気はにぎやかな印象だった。教員は 40人 あま

りで,Y中 学校には外国人生徒の編入学が多いた

め,国際関係担当の教員が初期段階のニューカマー生

徒を国際教室で指導していた。また,JsL型 日本語教

育教材も用意していた。

2。 2。 l K君のプロフィール

K君は韓国人の 15歳 の男の子で,中学校 3年生の

1学期に Y中学校に編入した。編入当時の日本語力

は皆無の状態だったので,Y中 学校に編入 してから
ひらがなを学習した。

K君の親と本人のインタビューによれば,韓国で

の学習成績レベルは低かった。家族は 5人 (40代後

半の父母,K君 ,長女 10歳 ,次女 7歳)で ,来 日理
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由は父親の仕事で,滞在期間予定は約 5年だった。

家庭,学校での生活・学習支援は,英語は塾に通

い,数学は家庭教師から習っていた。母語を介した学

習支援と学校での補習の指導はなかったが,毎週 3回

多文化共生サポーターと学習支援ボランティアが交代

して,日 本語学習指導を行なった。また,学習支援ボ

ランテイアにより理科科目は授業中を受けて母語を介

した支援が行った。また,12月 から学校で進学支援

に必要な日本語指導が行なった。

具体的な進学支援は以下の通りであった。

・進学の準備

①  12月 に,韓国人児童生徒がどのように進学準備

をしてきたか,ま た,K君 はどのような作文準
備と面接準備をすればよいかなどを話した。

② 入学試験を受けることになっている Y国際高校
(専 門学校)は,筆記試験には英語と数学,国語

があった。筆記テストは英語中花ヽで,国語 (日 本

語)は外国人むけのテストなので厳しくないよう

だつた。K君 は英語と数学を中心に勉強 して ,

日本語はあせらずにゆっくりしたいといった。

③ 3学期には通常授業はほとんど出席せず,個別室

で高校願書を書 く練習と試験の作文練習,面接練

習をした。K君 は韓国語でまず願書の志望動

機,将来の夢などを書いたが,そ れがうまく書け

なくて,かなり時間がかかった。自分の夢につい

て作文の練習は 30分間,韓国語の電子辞書を利

用しながら書いては消し,書いては消すことを繰

り返して短い文章を書いた。

願書を書 く際,作文の書き方が学習できていないよう

だったので,韓国語で書いた作文の例文を読ませて,

真似をして書くように指導した。書いた韓国語を筆者

が日本語に翻訳をして,K君 が願書に書き写した。2

月末に,K君 は Y国際高校 (専 門学校)に 合格 し
た。

2。 2。 2 生徒 K君の学習状況
K君 は中学校 2年生の 3学期に来日して,英語の

塾で 5月 まで学習 して,Y中 学校には 6月 から編入
してきた。 1学期は A県の教育委員会から派遣され

たサポーターが週 2回 ,A市 のボランティアで筆者
が,週一回 K君の学校生活・学校学習サポー トをし

た。

学校とサポーター,ボランティアは,K君 の学習
支援を個別室 (取 り出し授業)で 日本語中心の JSL

型日本語教育を行った。教材は,「中学生の日本語」

人間科学研究編 (2010年 3月 )

で問題の文章を読んで,「やってみよう」などの問題

を解き,次に「みんなの日本語」の漢字を学習するよ

うにした。

1学期はサポーターとボランティアが週 3回来た

が,来ない日は国際教室で英語でインドネシアからの

生徒と「互いに支えあえる人間関係作 り」などを学習

したり,在籍クラスで授業を受けたりした。

ボランティア派遣初日に,担任から K君の韓国で

得た知識が低いことを聞いた。例えば,数学は算数の

分数を解けないし,英語は基礎文法知識と語彙力の足

りないことを中間考査のテスト解答紙を例にして話を

した。それで,次回に K君の数学の能力をテス トし

てみた。

テスト問題は中学 1年生の分数と一次方程式の基礎

問題だった。時間はかかつたが,基礎問題は解けた

(資料参考)。 しかし,2年生で習つた連立方程式 (2

次方程式),3年生で習う連立方程式の応用方程式の

問題は全く解けなかった。また,図形についての基礎

知識,概念が形成されていなかったため,図形の「平

面の決定条件」,「位置関係―面と辺の平行―」などの

授業内容も理解できず,授業を受けることができなか

った。

K君の基礎学習知識が小学校の 4～ 5年生で留まっ

ているようで,K君 に韓国での学校学習について聞
いてみた。彼の話では小学校 5年生までは真面目に学

校の授業を受け勉強したが,6年生になってからはゲ

ームに夢中になって,学校の勉強に興味を失ったそう

だ。そのため,中学校 3年生の学校学習を進めるには

言語問題を別にしても授業を受けるレディネス (年齢

相応の学習)ができていない状態だったので,日 本語

中心の学習を受けても,学校の授業内容を通訳・翻訳

して授業内容を韓国語で追加説明しても,授業内容の

理解を求めるのは難しかった。

それで,学校を通して母親と K君の学習状況につ

いて相談 した。K君 は塾で英語と家庭教師から数学

を勉強していた。しかし,母親は現在 Kに必要な基

礎からの学習ではなく,学校授業に合わせた中学 3年

生の教科内容を勉強させていたので,小学生むけの基

礎教材から学習することを勧めた。しかし,授業中に

勉強する教科内容を学習する方がいい成績をとるから

ということで断られた。

以下は月別の K君の 1年 間の学校生活と学習過程
の様子 (観察記録)である。
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(6月 ～7月 )

K君は初期段階から週 3回 ,午前中 (4時間)は個

別室で日本語中心の学習をした。またクラスの友だち

同士との間にも休みの時間と授業中にコミュニケーシ

ョンはみられなかった。クラスでは何にも言えなくて

沈黙したままで過ごしていた。それで,授業中にクラ

スの友達同士と一緒にする共同学習ができなかった。

また,K君 は教科学習のスキルが身についていな
かったので,授業の準備 (プ リント,教科書の用

意),ノ ー トの筆記と先生の指示にメモをすることが

できなかった。サポーターが授業内容を通訳しても授

業内容の流れがわからなかったため,授業中居眠りす

ることが多く,ぼんやりしていた。

担任と各教科担当の先生から授業態度が悪いことと

遅刻 してくることで,何回か指摘されたことがある

が,あ まり効果はなかった。1学期の懇談会のときに

担任から母親に授業中の態度がよくないこと,そのた

めにクラスの友達同士の間で評判が悪 くなっているこ

とが指摘された。

(9月 ～10月 )

日本語教室の個別室での学習は,漢字テキス トは持

ってきたが,宿題に出した漢字プリントはしてこなか

つた。K君が努力 しないかぎり,学校の学習を誰 も

助けてあげることができないことを話してあげた。

毎週,漢字のプリント2枚とみんなの日本語のプリ

ント2枚を宿題に出した。授業中に学習している理科

プリントで理科の学習を復習した。K君は先週学習
した理解授業の内容と日本語をきちんと覚えていた。

ほめてあげて,今 日勉強したことも復習するようにと

話した。

K君は個別室では明るく,真面目に勉強するし,

指示通りに問題を解いたり文章を書いたりしたが,教

室に戻ったら元気がなくなり,う なだれてノー ト筆記

もしなかった。

筆者の感想では,基礎学習の知識にも問題がある

が,学習スキルが習得できていないことも問題だと思

った。例えば,ノ ー ト筆記や授業を受ける姿勢,授業

に必要な準備物の不足など学習態度にも問題があっ

た。

(11月 ～12月 )

K君は 11月 に入つてから遅刻する日が多くなって

きたので,教室の外で待って一緒に個別室に行った。

少し落ち着いた後,遅刻をした理由を聞いてみた。寒

くなったので,起 きるのが難しくなったそうだ。それ

で,何時ごろに寝る用意をして何時ごろに起 きるの

か,な どまで聞 くようになった。K君 は家に帰っ

て,6時～7時の間に夕食を食べて,自分の部屋に戻

ってすぐ寝てしまうと言った。寝すぎだと言ったが ,

別にすることがないからと答えるのだった (フ イルー

ドワーク,11月 14日 )。

毎週宿題に出した漢字のプリントは持ってきたが ,

「みんなの日本語」のプリントは持ってこなかった。

英語担当の Mike先生に英語で手紙を書 く作業があ

ったので,英語の授業に参加 した。K君は電子辞書

で英語の単語を探して手紙を書いたが,文章がうまく

書けなくて,何回か書き直して書いたが,結局手紙を

完成することはできなかった。―行ほど書いただけで

提出した。

個別室で JSL型 テキス ト「日本語をまなぼう」

で,理科の学習と日本語の文章作 りを勉強した。理科

は文章を読んで一人で問題を解 くことができた。全部

正解だった。日本語の文章作 りの学習は日本語の文法

を説明しながら,理解をもとめた。

期末テス トの結果が出た。特に理科が中間考査の時

は点数が 10点だったが,期末テストでは 44点 も上が

つて,54点 を取った。理科の成績の変化で,K君 が

自信を取り戻して理科の授業を楽しく受けるようにな

った。ノー トの筆記も自ら進んでやるようにした。学

校関係者もボランテイアの回数を増やすようになった

(週 1回から週 2回 )。

(1月 ～2月 )

授業が終わった後で担任と教頭先生に K君の進路

について相談をした。担任は親が進学したい学校を探

しそこに行って相談した方がいいと言った。それで ,

K君のお母さんに電話をいれて土曜日に A普通高校

と C専修学校に行って相談することを勧めた。

K君のお母さんは日本の高校は入 りにくいので ,

韓国のエスニック学校「K普通高校」に入れたいと

言つた。向こうも高校入試は難しいので,1月 末に K

君を中学校に編入させて高校に上がる方法を考えてい

たそうだ。学校にこの話を伝えて,来週の火曜日の懇

談会で学校が K君のお母さんと直接話をすることに

なった。相談の結果,K君 は学校 と相談 して学力と

日本語の問題で,Y国 際高校 (専門学校)に願書を

出すようにした。

2月 末に,K君 は Y国際高校 (専門学校)に合格

した。しかし,K君 は Y国際高校 (専門学校)に入

学しても,こ の学校は H年制で高校 2年生の時に韓

国の高校に編入しなくてはいけなかった。Y国際高

校 (専門学校)は小学校から高校まで,H年 制にな
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っている。韓国の学校は 12年制なので,韓国の大学

に入る場合は 1年足 りないので,やむをえず韓国に帰

ることになっている。

2。 3 生徒 U君 と K君の 1年間の学習状況の比較

表 1は ,初期段階のニューカマー生徒によくみられ

る教室学習の様子を,教室での観察をもとに作成した

資料で比較したものである。

表 1に示 したように,U君 は,学校生活適応,各
教科学習の勉強がスムーズに進んでいることがわか

る。クラスの友だち同士の学習の様子を観察,真似す

る期間が短く,1学期が過ぎてからは簡単な日本語と

身振 り手振 りを混じえて,ク ラスの男子生徒同士との

コミュニケーションが取れるようになっている。ま

た,授業内容が理解できないときは,通訳者を通して

質問するなど授業態度は積極的だったので,授業中に

回避ストラテジーはみられなかった。時間が経つにつ

れて,日 本語の基礎的な知識も増え,日 本語と漢字に

も慣れて授業中に授業内容を聞いて自らメモをとった

りすることもできた。

一方 K君は,学校生活適応,各教科学習の勉強は

スムーズに進んでないことがわかる。クラスの友だち

同士の学習の様子を観察,真似する時間が長くなつて

いる。また,個別室で学習する時間が長かったので ,

在籍クラスに戻ってきた時に授業内容と授業の流れが

わからないためか,勉強しているふり,忙 しいふりを

するなど,授業内容の理解ができていないことを隠し

たりする行動をとった。また,学校行事の時に「お客

様」になってしまう傾向もみられた。
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3.1年 間の成績表の変化

Лm Cumminsは ,言語力にはどの言語にも共有の部

分と各言語に特有の部分があり,こ の共有の部分は一

度習得すると次の言語にも移行するという「言語基低

部共有説 (Common underlying Proiciency:CUPモ デ

ル)」 と述べている。つまり,二つの言語能力には共

通する部分があり,相互に依存する関係にあるという

考え方である。

図 1の斜線が入っているところが,どの言葉で習得

しても,一度習得すると他の言葉にも応用できる部分

で,白い部分が各言語特有のものである。この考えは

「二重の氷山のモデル」としても説明され,こ の考え

方を支持する研究 も多 く発表されている (小川 ,

2008,p90)。

母語によって育成された言語能力が第 2言語を使用

するときに利用されるという考え方は,こ れらの子 ど

もたちの言語能力を考えるうえで重要である。つ ま

り,日 本語を第 2言語 として学ぶ子 どもの場合,日 本

語を使うときに見られる言語能力だけが,その子の言

語能力ではなく,その子が家庭や同じ言語を話す友人

たちと母語を使って会話をするときに見られる言語能

力も含めて,その子の言語能力を考えなければならな

いということである。

ここで,母語によって培った言語能力が第 2言語を

習得するときにも役に立つという側面に着目して,以

下では,母語で得た知識が日本の学校での学習にどの

ような影響を与えているかを検討するため,U君
(母語支援学習者)と K君 (JSL型 日本語中心支援学

習者)の 1,2学期の期末テス ト (基礎科日)の成績

を検討した (図 2,3参照)。

U君はテス ト当日に,筆者がテス トの問題紙を韓

国語に通訳・翻訳した。テストの回答は 1学期には韓

国語と日本語で,2学期は日本語で記入した。K君は

テスト当日に,筆者とサポーターが順番にテストの問

題紙を韓国語に通訳・翻訳した。テス トの回答は 1,2

表 l u君 と K君の学習状況の比較

目項 生徒 U君 生徒 K君

他の子どもがすることを注意深く観

察するが,話 さない沈黙期間。
半年位

約,1年
以上。

授業中の回避ストラテジー (勉強し

ているふりをする,忙 しい方、りをす
るなど)に よって,授業内容の理解が

できないことを隠したりする行動。

ない。 ある。

メタ言語 (語 。文字・ページ・題目
などのような,読みに関する用語)
を母語で理解して日本語で読み書き

する。

できる。 できなし

時間が経つにつれ,日 本語における
基礎的な知識が増え,授業中に書 く
作文,ノ ー ト筆記とメモをとるとき
に間違いを恐れず書きたいことを書

き続け,完成させることができる。

できる。 できなし

図 l Jim cummins(1984)の 「言語基底部共有説」
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国語 数学 社会 理科 英語

田 1学期

国 2学期

図 2 U君 の成績グラフ

国語 数学 社会 理科 英語

田 1学期

国 2学期

図 3 K君 の成績グラフ

学期,韓国語で記入して筆者とサポーターが日本語で

通訳 した。すなわち,試験を受ける状況は U君 と K

君は同じである。

U君の場合,韓 国での学校成績は普通 (U君 と親
のインタビュー)だった。来日したばかりの 1学期の

期末テストでは,英語は韓国で得た点数とあまり差が

なかった。理科と数学は韓国で得た点数より少し低か

ったが,点数が 50～ 60点以上取っているので,基礎

学習の知識は習得できていることがわかる。2学期の

期末テストでは,各教科の科目が伸びていることがわ

かる。特に,国語と数学はぐんと伸びている。これ

は,学校の学習言語の習得ができていることと教室観

察 (H月 17日 )で,U君が言ったように教室の学習
に慣れてきていることを意味するし,国語と数学の教

科内容が韓国と重なっている部分があるので,重なる

部分は韓国語で,教科の学習をしてもテス トの問題を

解けることが可能になることがわかる。2学期の国語

テストには韓国で習つたことがある漢詩と孔子がテス

ト範囲だった。また,数学は 2次方程式と相似がテス

トの範囲だったが,こ れは韓国の教科書にもでる問題

だったので,韓国語のテキス トを参考にしながら学習

することができた。

U君の成績グラフをみると,生徒の認知能力,す
なわち韓国で得た学習知識,概念知識が,日 本の学校

での学習に連続していることがわかる。韓国語で得た

学習の知識が日本語の学習に連続できた場合は言語ヘ

の依存度が低 くなり,学習概念に埋め込まれている学

習言語の意味が理解でき,学校の学習認知要求度が高
い具体的学習活動,抽象度が高い学習活動も可能にな

ると言えよう。特に,外国人ニューカマー児童・生徒

の学習で,彼 らが一番困難を感 じている国語の学習
で,U君 は半年後からかなり向上している。
国語の学習は,日 本語 (言語)学習以外に,教科内

容の要点,内容の流れ,文章の主題・要旨を正しく読

み取る,認知能力と学習スキル機能などが必要となる

ので,学校学習の初期段階から母語を介して,韓国語

で得たこのような学習知識,学習スキルを利用 (応

用)し て,各教科学習 (授業)をすれば,学習に必要

な日本語が習得でき,一年余りで韓国とあまり変わり

ない成績を維持し,ま た,向上させていることがわか

る。

一方,K君 の場合は,韓国での学校成績は低かっ

た (K君 と K君の父親のインタビュー)。 1学期と 2

学期を比較してみれば,あ まり変化がないことがわか

る。K君は英語の塾にも通っていて,家庭教師から

数学も習っていたが,学校の成績にはその学習の影響

は見られなかった。数学は 1学期より点数が下がつた

し,英語は K君が一番自信を持っている科 目だが ,

あまりいい点数ではなかった。来日したばかりの初期

段階の教科科目 (基礎)の点数が,10点～40点にな

っていることをみれば,K君 は基礎学習の知識が習

得できていないことがわかる。

K君は韓国で得た知識が低 くかったので,韓国で

得た知識を日本語の学習に利用して第 2言語の学習理

解力を高めることができなかった。K君の場合は負

の学習習慣と基礎学習知識の不足が,日 本語の学習に

も影響を与えて,学校と家庭で日本語,英語の言語支

援,数学の学習支援を受けても成績には効果がなかっ

た。しかし,理科科目のように K君が興味を持って
いた教科は学校授業をまじめに受け,ま た,母語を介

した学習支援を行なうことにより,K君 の成績の中
で一番いい成績を維持することができた。ところが ,

2学期に入ってから理科の授業の時も,個別室で日本

語を学習するようになったため,中 間考査で成績が低

下した。そこで,担任と相談し再び理科の授業を受け

ながら母語を介した学習支援を行なうようにした。そ

の結果,成績が 1学期 より上がった (教室観察参

考 )。 これは,学習者が学習にある程度の基礎知識を

もっているため学習に興味があり,学校の授業を受け

る中で理解が困難な部分とわからない日本語の意味は

母語を介して学習支援することにより4,学校知識の

習得が可能になることを意味する。また,こ れはテス

トに影響を与えることもわかる。

4。 終 論

本論では,ま ず,韓国人生徒 2人の事例をあげて,

JSL型 日本語支援および母語を介した学習支援が,日

本の学校学習で行われている教科学習にどのような影
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響を与えているかを教室観察で検討した。さらに,個

別室での学習 (JSL型 日本語支援)と 在籍クラスで友

達同士と共にする学習 (母語を介した学習支援)と の

それぞれの学習効果を各教科の成績評価値を通して考

察した。その結果,以下のことが明らかになった。

母語介入の学習者 U君は,学校 と保護者,サ ポー

ターが,U君 にまず日本語を習得させて,そ の言語

力を通 した学習を進めることにより,U君 の第 1言

語で得た知識,基礎学習の知識が習得できているなど

の状況を正確に把握して,学習初期段階から授業を受

けるようにした。 しかし,U君 は授業を受けるには

限られた日本語力しかもっていなかったので,学校関

係者と保護者,本人,サ ポーターはお互い協力して母

語を介した学習支援を行った。その結果,半年から 1

年の間,学習言語が自然に習得でき,学校学習も半年

から 1年のあまりにどんどん向上させていくことがわ

かる。また,本人が希望していた高校 (普通高校)に

進学することもできた。

一方,JSL型学習者 K君 は,韓 国で得た知識が低

かったため,その知識を日本語の学習に利用して,第

2言語の学習理解力を高めることができなかった。ま

た,負の学習習慣と基礎学習知識の不足が,日 本語の

学習にも影響を与えて,学校と家庭で日本語,英語の

言語支援及び数学の学習支援を受けても成績には効果

がなかった。また,各基礎学習の知識が習得できてい

ない状態で,日 本語学習中心の教育を 1年間受けるこ

とにより,ま すます年齢相応の知識が得られずに,学

力が低 くなっていくことが,成績評価値でわかる。K

君は,学校と保護者が状況を正確に把握しておらず ,

進学問題が日前に迫っていた K君 に,必要な各教科

の知識を高める適切な学習支援より言語学習に中心を

置いたため,結局,言語習得も学習習得も難しくなっ

たのではないだろうか。

以上の教室での観察と成績評価の分析から,第一言

語で得た知識が高い場合は,第 2言語能力が低 くて

も,韓国で得た学習知識 (教科学習に必要な認知能力

と授業を受けるのに必要な学習機能)を 日本での学習

につなげて学力を連続・向上させる (認知能力を引き

上げる)こ とができることが明らかになった。したが

って,韓国人生徒が日本の学校での学習にうまく対応

し,かつ進学に成功していくには,さ まざまな工夫が

必要だが,な によりも,韓国で得た学力を日本の学校

での学習に連続させることと教科学習に必要な認知能

力と授業を受けるのに必要な学習機能の習得が必要で

ある。そのためには,来 日した 1年～1年半未満の初
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期段階のニューカマー外国人児童・生徒には日本語力

を高める JSL型指導よりも,彼 らの母語を介した学

習指導・支援が重要であると言えよう。

日本語指導の本来の意味は,教科学習を助けるため

の言語的手段の指導であるはずで,取 り出し指導が教

科学習の妨げになったり,授業を受けなかった教科の

テストを受けさせることが,子 どもの負担になり,進

学に不利な状況が生じるのは,日 本語指導の本来の趣

旨に反するものとなるのではないだろうか。

加えて,サポーターの業務内容は教育委員会が派遣

している回数と時間だけで実施するには無理があり,

回数は前期週一回程度で,後期は月二回程度なので ,

学校生活の支援と学習支援を実施するのは難しい面が

ある。また,派遣時間は午前中 (4時間目まで)に終

わってしまうので,宿題をみてあげることもできない

し,給食のとり方などの生活指導,在籍クラスの友達

同士との問題を聞くなど学校生活適応支援も行う時間

が足 りない。それゆえ,外国人児童・生徒にとって,

家庭学習などでの保護者の支援,本人の努力が大事な

ことがわかる。特に,保護者,学校,サポーターの三

者が情報交換の場を増やし,お互いに連携することが

よリー層重要になるである。

本論は,韓国人生徒が日本の学校で教科学習をどの

ようにしているのか,各学校の学習支援の現状につい

て,教室での観察と各教科の成績評価値をもとに分析

したが,生徒の学習状況全般について触れることがで

きなかった。また,本論では論拠となる事例数が少な

いので,今後事例を積み重ね,ア ンケート調査 (児童

生徒の学習効果,保護者の満足度,成績の変化を比較

するために行なっている調査)や 日記・作文の評価

(書 きことばとしての日本語使用について行なってい

る調査)な どを加えて考察を深め,妥当性を高めてい

く必要があると考えている。

注

1)ア イルランド出身。アルバータ大学の教育心理学で

PhoD。 を習得。現在,カ ナダトロント大学オリタリオ教

育大学院 (OISE)教授。専門はバイリンガリズム,バ
イリンガル教育。

2)2002年 度に始まった兵庫県教委の教育支援制度で ,

101人が県内各地の公立小中高校で活動 している。中国

語,韓 国語,ポ ル トガル語,モ ンゴル語など 20言 語
で,小中学校に在籍する外国人児童生徒に,日 本語の

文章の翻訳や通訳 ,日 本語指導及び学校生活適応指

導,母語による学習補習支援を行う。

3)日 本語指導が必要な外国人市民に,初歩の日本語習

得のための協力を行うボランティア。現在の主な活動
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場所は,国際交流協会などの日本語教室。

4)も ともと「紙ばさみ」 (フ ァイル)を 指す言葉であ
る。画家や建築家が自分の作品などを綴 じ込んでおい

て,顧客 との契約の際に自分をアピールするために用
いたものである。総合学習の時間の評価法として,ポ
ー トフォリオ評価がある。これは児童の活動について

の見解や疑問,お よび調べたいと思ったことなどを書

きつづ り,そ れを個人ファイルとしてまとめておき,

その集積を評価対象にしようというものである。
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